
自

民

党
寺田かずひろ
議員

（上京区）

平
成
26
年
度
決
算
の
総
括
と

門
川
市
政
の
今
後

Q
決
算
を
見
る
と
、
臨※

時
財
政
対

策
債
へ
の
依
存
度
が
増
加
し
て

い
る
。
全
国
的
な
問
題
で
あ
り
、
他
都

市
と
連
携
し
た
同
債
の
廃
止
に
向
け
た

取
組
を
求
め
る
。
市
政
の
総
括
と
し
て
、

全
般
的
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ま
れ
て

い
る
が
、
四
条
通
の
歩
行
空
間
の
拡
大

等
、
市
民
へ
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ

た
も
の
は
反
省
す
べ
き
。
決
算
の
総
括

と
、
３
期
目
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

A
平
成
26
年
度
は
行
財
政
改
革
を

断
行
し
、
財
政
健
全
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、
京
都
の
未
来
へ
の
先
行

投
資
を
積
極
的
に
行
っ
た
が
、
京
都
経

済
の
更
な
る
活
性
化
な
ど
、
な
お
課
題

が
山
積
し
て
い
る
。
３
期
目
に
つ
い
て

は
熟
慮
す
る
が
、
ま
ず
は
残
さ
れ
た
課

題
の
解
決
に
向
け
全
力
を
傾
注
す
る
。

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
取
組

Q
健
康
で
長
生
き
で
き
る
社
会
の

重
要
性
と
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。
府
と
連
携
し
て
健
康
寿
命
の
延
伸

を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
９
月
補

正
予
算
で
も
こ
れ
に
特
化
し
た
予
算
措

置
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
健
康
寿
命
の

延
伸
に
向
け
た
取
組
の
現
状
や
具
体
的

な
目
標
値
の
設
定
も
含
め
た
今
後
の
取

組
方
針
と
そ
の
内
容
を
伺
い
た
い
。

A
６
月
に
設
置
し
た
健
康
長
寿
の

ま
ち
・
京
都
推
進
本
部
に
お
い

て
市
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
の
仕
組
み

を
鋭
意
検
討
し
て
お
り
、
健
康
寿
命
の

延
伸
に
向
け
た
分
か
り
や
す
い
目
標
を

市
民
参
加
の
下
で
設
定
し
て
い
く
。
ま

た
、
市
民
団
体
や
学
校
等
、
京
都
の
市

民
力
・
地
域
力
を
結
集
し
た
市
民
ぐ
る

み
の
運
動
組
織
を
早
急
に
立
ち
上
げ
る
。
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西村　義直
議員

（西京区）

西
京
区
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

Q
来
年
区
政
40
周
年
を
迎
え
る
西

京
区
は
、
そ
の
発
展
の
一
方
で
、

地
下
鉄
延
伸
な
ど
公
共
交
通
の
利
便
性

向
上
や
市
立
芸
術
大
学
跡
地
の
活
用
、

洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
人
口
減
少
な
ど

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
相
互
交
流
宣

言
の
調
印
式
を
行
っ
た
向
日
市
と
の
都

市
間
交
流
を
含
め
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

A
大
原
野
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
戦

略
な
ど
の
観
光
の
創
出
や
洛
西

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
の
若
者
世
代
の
定
住

促
進
な
ど
、
活
力
あ
る
西
京
区
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
。
ま
た
、
向
日
市
と

は
、「
竹
結
び
フ
ェ
ス
タ
」
や
「
親
子

文
化
財
バ
ス
ツ
ア
ー
」、
防
災
協
定
に

基
づ
く
訓
練
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
協

力
し
、
交
流
を
深
め
て
い
く
。

椋田　隆知
議員
（南区）

天
災
及
び
そ
れ
以
外
の
災
害
に

対
す
る
危
機
管
理

Q
本
年
発
生
し
た
大
量
の
塩
酸
が

流
出
す
る
ト
ラ
ッ
ク
事
故
で
は
、

警
戒
区
域
設
定
後
、
小
学
校
等
に
対
応

の
呼
掛
け
が
あ
っ
た
が
、
現
場
に
近
い

保
育
園
に
は
連
絡
が
な
か
っ
た
。
防
災

危
機
管
理
室
を
中
心
に
現
場
の
判
断
の

下
、
間
違
い
の
な
い
連
絡
体
制
を
取
り
、

他
の
災
害
に
も
対
応
可
能
な
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
本
件
で
情
報
伝
達
が
不
十
分
で

あ
っ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、

現
場
か
ら
連
絡
を
受
け
た
防
災
危
機
管

理
室
が
メ
ー
ル
等
を
活
用
し
、
各
局
区

等
に
情
報
伝
達
を
行
う
体
制
を
確
立
し

た
。
今
後
、
危
機
管
理
基
本
計
画
を
あ

ら
ゆ
る
危
機
事
象
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

し
て
機
能
さ
せ
、
災
害
時
要
配
慮
者
施

設
へ
の
対
応
に
も
万
全
を
期
す
る
。

みちはた弘之
議員

（伏見区）

保
育
利
用
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
制

Q
４
月
か
ら
保
育
利
用
の
優
先
度

判
定
基
準
に
ポ
イ
ン
ト
制
が
導

入
さ
れ
て
い
る
が
、
基
本
指
数
が
保
護

者
の
就
業
時
間
等
に
よ
り
５
点
刻
み
で

設
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
兄
弟
姉

妹
を
同
一
園
に
申
し
込
む
場
合
の
２
点

加
算
で
は
指
数
の
差
が
埋
め
ら
れ
な
い
。

兄
弟
姉
妹
を
別
々
の
保
育
園
に
入
所
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
声
を
聞
く
。
調

整
指
数
の
改
善
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

A
今
年
度
は
ポ
イ
ン
ト
制
を
導
入

し
た
初
年
度
で
あ
り
、
兄
弟
姉

妹
が
同
一
園
に
入
所
で
き
る
よ
う
配
慮

し
た
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
十
分
で

な
か
っ
た
と
受
け
止
め
て
い
る
。
保
護

者
の
声
や
保
育
関
係
者
か
ら
の
意
見
を

踏
ま
え
、
来
年
４
月
の
利
用
申
込
み
分

か
ら
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
を
図
る
。

共

産

党
井坂　博文
議員
（北区）

戦
争
法
（
安
全
保
障
法
制
）

Q
戦
争
法
案
の
廃
案
を
求
め
、
国

民
一
人
ひ
と
り
が
主
権
者
と
し

て
自
覚
的
に
声
を
上
げ
、
行
動
に
立
ち

上
が
る
と
い
う
国
民
運
動
が
広
が
っ
て

い
る
。
戦
争
法
は
立
憲
主
義
に
反
す
る

と
い
う
認
識
は
あ
る
の
か
、
法
案
の
強

行
採
決
を
是
と
す
る
の
か
、
市
長
は
政

治
家
と
し
て
の
意
見
を
表
明
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

A
平
和
安
全
法
制
関
連
２
法
の
成

立
は
、
我
が
国
の
平
和
と
安
全

を
維
持
し
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
の
平
和
と
安

定
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
国
会
で
議
論
し
、

結
論
を
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
国
は
、
世
論
の
状
況
も
踏
ま

え
、
引
き
続
き
国
民
へ
の
十
分
な
説
明

を
果
た
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

市
民
生
活
へ
の
認
識

Q
京
プ
ラ
ン
実
施
計
画
で
、
社
会

福
祉
関
係
経
費
や
職
員
数
の
削

減
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
た
が
、
行
政
が

公
的
責
任
を
放
棄
す
れ
ば
市
民
に
困
難

が
押
し
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

非
正
規
雇
用
者
割
合
が
43.7
％
と
政
令
市

で
ワ
ー
ス
ト
１
に
な
る
な
ど
、
市
民
の

負
担
増
と
サ
ー
ビ
ス
切
捨
て
の
結
果
、

市
民
の
暮
ら
し
が
全
国
最
低
ク
ラ
ス
に

な
っ
た
こ
と
を
ど
う
認
識
す
る
の
か
。 

＊ 

平
成
24
年
就
業
構
造
基
本
調
査
結
果（
総
務
省
統
計
局
）

A
行
財
政
改
革
の
断
行
に
よ
り
捻

出
し
た
財
源
を
活
用
し
、
８
年

間
で
社
会
福
祉
関
係
経
費
を
約
700
億
円

増
額
し
た
。
金
融
・
経
営
支
援
の
充
実

等
に
も
取
り
組
み
、
一
人
当
た
り
市
民

所
得
の
平
成
24
年
度
順
位
は
政
令
市
で

４
位
と
な
っ
た
。
市
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
取
組
は
前
進
し
て
い
る
。

樋口　英明
議員

（左京区）

学
校
跡
地
の
活
用

Q
市
で
は
学
校
跡
地
の
利
用
に
当

た
り
、
活
用
は
原
則
市
の
事
業

と
し
、
営
利
目
的
の
活
用
は
行
わ
な
い

こ
と
と
し
て
き
た
が
、
平
成
23
年
に
民

間
事
業
も
対
象
と
す
る
方
針
へ
と
変
更

し
た
。
住
民
の
自
治
活
動
や
防
災
の
拠

点
で
あ
る
学
校
を
民
間
事
業
者
の
儲
け

の
場
へ
と
変
質
さ
せ
る
大
転
換
で
あ
る

と
い
う
認
識
は
あ
る
か
。

A
学
校
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、
自

治
活
動
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

維
持
し
つ
つ
、
地
域
の
意
向
も
踏
ま
え

活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
６
月
に

は
、
事
業
者
登
録
制
度
を
創
設
し
、
さ

ら
に
住
民
が
主
体
的
に
参
加
で
き
る
仕

組
み
を
導
入
し
た
。
今
後
と
も
、
住
民

の
皆
様
の
思
い
を
大
切
に
し
、
学
校
跡

地
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ほり　信子
議員

（右京区）

保
育
所
の
待
機
児
童
解
消

Q
保
育
所
に
入
所
で
き
な
か
っ
た

の
に
、
待
機
児
童
に
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
な
い
児
童
が
637
人
い
る
。
年
度
始

め
に
合
わ
せ
て
職
場
復
帰
を
考
え
て
い

た
の
に
、
保
育
所
に
入
れ
ず
育
休
を
延

長
し
た
方
な
ど
が
該
当
す
る
。
真
の
「
待

機
児
童
ゼ
ロ
」
と
す
る
た
め
に
は
、
認

可
保
育
所
を
増
設
し
、
現
実
に
入
所
で

き
な
か
っ
た
人
の
保
育
を
保
障
す
べ
き
。

A
４
月
に
は
、
前
年
度
の
２
倍
に

当
た
る
千
112
人
分
の
児
童
受
入

枠
の
拡
大
を
行
い
、
保
育
所
・
認
定
こ

ど
も
園
利
用
児
童
数
が
過
去
最
高
と
な

っ
た
。
待
機
児
童
数
は
、
国
が
示
し
た

基
準
に
基
づ
き
算
定
す
る
も
の
で
あ

る
。
引
き
続
き
、
市
民
が
保
育
所
等
に

入
所
し
や
す
い
と
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

＊

公

明

党
𠮷田　孝雄
議員

（伏見区）

市
民
参
加
に
よ
る
地
方
創
生
の
推
進

Q
京※

都
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
に

当
た
り
、
市
民
か
ら
具
体
的
な

提
案
を
募
集
し
た
こ
と
は
市
民
参
加
を

一
層
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
地
方
創

生
を
市
民
ぐ
る
み
で
推
進
す
る
た
め
、

市
民
か
ら
の
提
案
募
集
を
継
続
し
、
総

合
戦
略
を
実
行
す
る
オ
ー
ル
京
都
の
取

組
に
反
映
さ
せ
る
継
続
的
な
仕
組
み
に

拡
充
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

A
４
月
か
ら
７
月
末
ま
で
提
案
募

集
を
行
っ
た
結
果
、
137
件
も
の

提
案
が
寄
せ
ら
れ
、
戦
略
策
定
と
同
時

に
、
市
民
の
取
組
提
案
と
関
連
す
る
本

市
施
策
を
提
案
者
と
本
市
職
員
と
で
推

進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足

さ
せ
た
。
提
案
募
集
は
市
民
と
行
政
の

新
た
な
関
係
づ
く
り
に
有
効
で
あ
り
、

年
内
を
目
途
に
再
開
す
る
。平山よしかず

議員
（西京区）

交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

市
バ
ス
・
地
下
鉄
の
利
便
性
の

向
上
の
取
組

Q
定
期
券
や
乗
継
割
引
で
の
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
利
用
の
早
期
実
現
を
望

む
。
普
及
率
の
低
い
関
西
に
お
い
て
は
、

そ
の
向
上
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

乗
降
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
ダ
イ
ヤ
見
直

し
等
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い
て
は
今

か
ら
検
討
し
、
そ
の
実
現
を
図
る
べ
き
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
活
用
に
つ
い
て
、
今
後

の
具
体
的
な
方
針
を
伺
う
。

A
Ｉ
Ｃ
定
期
券
等
を
導
入
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
着
手

し
て
お
り
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
の
運

用
開
始
を
目
指
す
。
来
年
度
中
に
は
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
へ
の
チ
ャ
ー
ジ
機
能
を
搭
載

し
た
機
器
を
全
駅
に
設
置
す
る
な
ど
、

利
用
環
境
の
充
実
を
図
る
。
Ｉ
Ｃ
デ
ー

タ
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
も
、
利
用
率

向
上
を
図
る
中
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

青野　仁志
議員

（中京区）

人
と
動
物
の
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

Q
全
国
初
と
な
る
府
市
共
同
で
の

動
物
愛
護
憲
章
の
制
定
や
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
機
に
、
中
京

区
で
は
、
昨
年
か
ら
地
域
が
主
体
と
な

っ
た
ペ
ッ
ト
の
防
災
対
策
の
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
人
と
動
物
の
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
を
一
層
進
め
る
た
め
に
は

こ
の
よ
う
な
地
域
ぐ
る
み
の
取
組
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

A
人
と
動
物
の
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
に
は
、
地
域
住
民
の
理
解
と

協
力
が
不
可
欠
だ
が
、
災
害
時
の
ペ
ッ

ト
の
取
扱
い
に
つ
い
て
地
域
社
会
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
が
定
ま
ら
ず
、
本
市
で
も

ペ
ッ
ト
の
避
難
対
策
を
進
め
る
う
え
で

の
課
題
で
あ
る
。
中
京
区
の
取
組
は
全

国
的
に
も
先
進
的
で
あ
り
、
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

京都動物愛護センター

民
主
・
都

山本ひろふみ
議員

（伏見区）

子
育
て
・
若
年
層
世
帯
に
対
す
る

住
宅
支
援

Q
子
育
て
・
若
年
層
世
帯
に
対
す

る
住
宅
支
援
に
つ
い
て
は
、
市

営
・
民
営
に
か
か
わ
ら
ず
住
宅
を
子
育

て
し
や
す
く
改
修
し
、
低
廉
な
家
賃
で

供
給
す
る
こ
と
が
必
要
。
市
営
住
宅
に

は
、
U
R
都
市
機
構
が
先
行
的
に
行
っ

て
い
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
住

み
た
い
と
思
わ
れ
る
住
宅
に
改
修
す
べ

き
。
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

A
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
U
R

都
市
機
構
の
成
功
事
例
を
参
考

と
し
つ
つ
、
大
学
生
等
の
若
い
世
代
の

発
想
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
子
育
て
に

適
し
た
住
戸
と
し
て
提
供
で
き
る
よ
う

取
り
組
む
。
ま
た
、
民
間
賃
貸
住
宅
に

お
け
る
子
育
て
仕
様
へ
の
改
修
に
つ
い

て
は
、
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
空

き
家
の
活
用
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

中野　洋一
議員

（東山区）

観
光
客
の
マ
ナ
ー
対
策

Q
大
勢
の
方
が
訪
れ
る
観
光
名
所

で
は
、
一
部
観
光
客
に
よ
る
マ

ナ
ー
違
反
に
頭
を
痛
め
て
い
る
。
市
民

が
費
用
を
負
担
し
啓
発
の
取
組
を
始
め

る
地
域
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不

十
分
だ
。
部
局
を
横
断
し
、
地
域
と
協

力
し
て
解
決
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

啓
発
効
果
の
あ
る
外
国
語
表
記
な
ど
、

言
語
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
求
め
る
。

A
観
光
客
の
マ
ナ
ー
問
題
に
対
し

て
、
こ
れ
ま
で
ト
イ
レ
の
使
用

方
法
を
記
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
の
掲
示
等

の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
市
会

で
は
、
外
国
人
観
光
客
に
向
け
た
マ
ナ

ー
啓
発
の
強
化
に
関
す
る
補
正
予
算
が

議
決
さ
れ
た
。
今
後
と
も
、
地
域
の
皆

様
や
関
係
者
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て

マ
ナ
ー
問
題
に
取
り
組
む
。

１

２

３

トイレはすわって

ご利用ください

トイレットペーパー

はゴミいれにすてず

ながしてください

Please sit down to use 

the toilet.

請坐下使用馬桶
请坐下使用马桶

양변기는 걸터앉아
사용하십시오.

請不要把使用過的衛生紙扔進垃
圾桶，請直接扔進馬桶内沖掉

请不要把使用过的卫生纸扔进垃
圾桶，请直接扔进马桶里冲掉

휴지는 휴지통에 버리지
마시고 변기에 버려주십시오.

トイレの

つかいかた

How to use this toilet

洗手間的使用方法
厕所的使用方法

화장실 사용법

手をかざすと

水がながれます

Hold your hand over the 

sensor to flush the toilet.

沖水時用手感應一下即可
冲水时用手感应一下即可

센서에 손을 대시면 자동으로
물이 내려갑니다.

Do not throw the toilet 

paper away in the trash bin. 

Please place the toilet 

paper in the toilet and flush.

外国人観光客向け
啓発ステッカー

京

都

党
江村　理紗
議員

（右京区）

四
条
通
歩
道
拡
幅
事
業
へ
の

改
善
提
案

Q
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、

四
条
通
の
歩
道
拡
幅
事
業
は

「
元
に
戻
す
べ
き
」
が
38
％
と
最
も
多

く
、
何
ら
か
の
改
善
又
は
廃
止
を
求
め

る
声
が
現
状
容
認
派
の
３
倍
近
い
数
字

と
な
っ
た
。
バ
ス
停
留
所
に
バ
ス
の
ア

ク
セ
ス
ス
ペ
ー
ス
を
複
数
設
け
、
ゆ
っ

た
り
と
曲
が
っ
た
道
路
と
す
る
渋
滞
し

な
い
四
条
通
案
を
提
案
す
る
。

A
四
条
通
に
つ
い
て
は
、
平
成
18

年
度
に
３
千
名
を
超
え
る
市
民

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
多

く
の
意
見
を
踏
ま
え
、
整
備
の
骨
格
を

練
っ
た
。
当
該
提
案
は
、
拡
幅
し
た
歩

道
を
切
り
込
む
た
め
歩
道
拡
幅
の
目
的

が
失
わ
れ
、
道
路
中
央
線
を
曲
線
と
す

る
こ
と
で
追
越
し
車
両
同
士
の
安
全
性

に
課
題
が
あ
り
、
導
入
は
困
難
で
あ
る
。

四条通の様子

同
会
派
の
そ
の
他
の
質
問
議
員

大津　裕太
議員

（中京区）

維
新
・
無

森川　央
議員

（西京区）

都
市
格
を
高
め
る
取
組
と

市
民
生
活
の
向
上

Q
本
市
は
北
米
誌
で
観
光
都
市
世

界
一
に
選
ば
れ
た
が
、
国
内
に

は
住
み
や
す
さ
に
関
し
て
異
な
る
評
価

が
あ
る
。
都
市
格
の
向
上
は
観
光
振
興

に
つ
な
が
る
が
住
民
負
担
も
伴
う
。
今

後
は
よ
り
負
担
の
軽
減
に
努
め
る
と
と

も
に
雇
用
・
教
育
・
貧
困
に
つ
い
て
も

自
治
体
の
責
務
と
し
て
目
標
を
設
定
し

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

A
都
市
格
向
上
の
取
組
に
よ
り
、

観
光
客
や
学
生
を
は
じ
め
多
く

の
人
々
が
集
ま
り
、
ま
ち
が
賑
わ
い
、

同
時
に
市
民
生
活
が
向
上
す
る
好
循
環

が
生
ま
れ
て
い
る
。
教
育
も
、
就
学
援

助
の
充
実
な
ど
の
取
組
の
結
果
、
全
国

ト
ッ
プ
水
準
の
学
力
を
維
持
し
て
い

る
。
今
後
も
市
民
の
皆
様
と
課
題
や
目

標
を
共
有
し
、ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

同
会
派
の
そ
の
他
の
質
問
議
員

こうち大輔
議員

（右京区）

豊田　貴志
議員

（山科区）

本
会
議
の
代
表
質
問
か
ら

　
10
月
１
日
と
２
日
の
本
会
議
で
は
次
の
17
人
の
議
員
が
各
会
派
を
代
表
し
て
、
市
政
の
各
般
に
わ

た
っ
て
市
長
や
関
係
理
事
者
に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
本
号
で
は
、そ
の
主
な
も
の
を
お
伝
え
し
ま
す
。

自
民
党
＝
自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団
、
共
産
党
＝
日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団
、
公
明
党
＝
公
明
党
京
都
市
会
議
員
団
、

民
主
・
都
＝
民
主
・
都
み
ら
い
京
都
市
会
議
員
団
、
京
都
党
＝
地
域
政
党
京
都
党
市
会
議
員
団
、
維
新
・
無
＝
維
新
の
党
・
無
所
属
京
都
市
会
議
員
団

用
語
解
説

※
臨
時
財
政
対
策
債

国
が
発
行
額
を
決
定
し
、
返
済
に
責
任

を
持
つ
市
債
。

※
京
都
創
生
総
合
戦
略

正
式
名
称
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
・
こ
こ
ろ
京
都
創
生
」
総
合
戦
略
。

人
口
減
少
社
会
の
克
服
や
東
京
一
極
集

中
の
是
正
な
ど
、
本
市
に
お
け
る
地
方

創
生
の
取
組
指
針
と
な
る
も
の
。

3 2第７６号　平成２７年（２０１５年）１１月１５日京都市会だより


